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外海に面した護岸背後にある道路や建物などは、これま

でも高波時に通行障害や破損被害がしばしば発生してい
ます。道路交通に対しては消波ブロックの投入や防波フェ
ンスの設置により安全性を確保することが一般的に行わ
れています。しかしながら、汀線付近に設置した消波護岸
の越波量および防波フェンスへの作用波力が過小評価さ
れることがあり、施設の破損被害が発生しています。

越波による防波フェンスの破損事例

海岸道路3事例に対する 実験結果の傾向を示した実線は、合田式による波力

分布の傾きにほぼ等しく、波力の作用高さおよび静水面における波力は合田式
のおよそ1.6倍になることが明らかとなりました。
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道路設計要領（道路護岸工より抜粋）
防波柵の作用波力

防波柵の作用波力は合田の準用式を適用し、現場条件を勘案した上で、波力割増係数（ａ＝1.6、ｂ＝1.6）を考慮してもよい。
ただし、波力割増係数は、海底勾配1/20～1/30程度、Ho’/h＝1.8～2.8の条件での水理模型実験結果である。

防波フェンス設置前の越波状況 標準断面図

を用いることとする。

新たな算定法として、以下の式を提案

η’= a・η*

p1’= b・ p1

ここで、a=1.6，b=1.6を用いることとする。
なお、波力の割増は z*=1.0以上の条
件に適用するものとする。


